
参考サンプル
商品の1部抜粋・改変

｢ぎゅ～～っ｡ んー？なにしてるかって～？それはね～寒いから君にくっついてる！昔からく
っつき癖があってさ～さむいとついつい人に擦り寄ってっちゃうんだよね～｡ あ､ でも､ 今
は君にだけだよ？｣

｢さっむ～！暦だともう春みたいだけど､ まだまだ風が冷たいし､ こたつも外せないね～｡ ほ
らぁ､ いつまでもこっち見てないでさ､ 一緒に入ろ？こたつにいると体がぽかぽかして……く
わぁぁ～眠くなっちゃうねぇ～……んん？まだ寝ないよ？だって､ 君ともっとおしゃべりして
たいんだもん｣

｢うわぁー！見て！梅だっ､ かわいい～！もうそんな季節なんだねぇ～！梅を見ると､ もうす
ぐ桜も咲くんだなぁって思うよね｡ もう春だ～！あ､ 椿も咲いてる！そうだっ､ 今度はお弁
当持ってきて､ お花見しよっ！すっごく楽しそう！写真も､ いっぱい撮り合いっこしよーね｣

｢うぅぅ～このままチョコレート食べ続けたら､ 太っちゃうかも～｡ んー……？これはねー､
バレンタインのために作った大量のチョコレートだよう｡ 君にとびきり美味しいもの渡そう
と思って､ たっくさん作ったんだ～｡ そしたらこんなに余っちゃった､ えっへへへ｡ ……え
っ､ なに､ 食べるの手伝ってくれるの？失敗したやつもあるかもだよ？……もー､ 君はほんと
に優しいなぁ｡ じゃあ､ お礼に､ あーん､ してあげる｣

｢雪だ！雪だー！じゃーんっ！雪だるま！雪うさぎ！かまくら！どうだーすごいだろ～！っ
て､ ううぅ～！寒すぎる！！こんなに手が悴むなんて……温めてぇ～！！……えっ､ なにこ
れ……カイロ……？もーっ！そういうことじゃないって分かってるでしょ！君の手で､ いっぱ
い温めて！｣


